
ゆ う き 生徒と教師の合い言葉
～気づき、考え、実行する～

裏磐梯中学校だより 令和５年９月号
https://kitashiobara.fcs.ed.jp
発行者：校長 斎藤 一範

８月２５日（金）から２学期が始まりました。夏休み期間中、大きな事故やけがな
く、元気に２学期のスタートをきることができました。生徒発表では、清水さんと椛
木くんが、夏休みの生活や思い出等を振り返り、２学期に向けた思いを全校生の前で
しっかりと発表しました。校長式辞では、２学期も多くのことを吸収（インプット）
し、学校行事等の様々な機会で、学んだことを表現（アウトプット）することで、一
人一人が力を伸ばしてほしいことを伝えました。

８月２３日（水）に耶麻・両沼地区小中学校合同音楽祭（第１部合唱）が喜多方プ
ラザで行われました。今年度、本校が選んだ曲は、ＡＫＢ４８の「３６５日の紙飛行
機」です。６月に全校生で特設合唱部を結成し、昼休みや夏休みの短い時間の中で、
真剣に練習に取り組んできました。音楽祭当日は、１番目の発表で緊張する様子も見
られましたが、すばらしい歌声をホール全体に響き渡らせることができ、特別賞を受
賞しました。感動的な歌声でした。
また、８月３０日（水）に耶麻地区中学校英語弁論大会が開催されました。本校か

らは。齋藤くんと水野さんの２名が暗唱の部に出場しました。齋藤くんは、昨年度も
出場した経験を生かし、「The Wisest Man in the World」を身振り手振りを交え
ながら堂々と発表しました。水野さんは、初めての出場でしたが、「Fortune Cooki
es」を言葉一つ一つをはっきりと話して、落ち着いて発表することができました。あ
れだけの分量の英文を暗記することはたいへんだったはずですが、夏休みの間に一生
懸命に練習し、その成果を十分に発揮することができました。

9月7日（木）に全会津中学校体育大会駅伝競走大会が下郷町大川
ふるさと運動公園で行われました。本校からは女子が3区間、男子が
6区間に出場しました。子どもたちは、朝練習や夏休みの練習に真面
目に取り組み、着実に力をつけてきました。大会当日は、苦しい中で
も歯を食いしばり、仲間の思いの詰まった襷をしっかりとつなぎまし
た。特に男子は、１区の青木くんが区間８位の走りで流れをつかみ、
全体でも19位と昨年度の総合順位を大きく上回りました。よく頑張
りました。
また、９月９日（土）に福島県中学校新人陸上競技大会会津地区予選大会があいづ陸上競技場で開催されました。

本校からは３名の生徒が出場しました。たいへん気温が高い中での開催でしたが、子どもたちは、これまで積み上げ
てきた力を出し切ることができました。２年女子砲丸投では小椋さんが第３位となり、１０月に白河市で行われる県
大会への切符を手にすることができました。おめでとうございます。次のステージでの活躍を期待しています。

９月１５日（金）に１・２年生が仙台方面に遠足に行ってきました。今年度は、
仙台市内でのフィールドワークを主な活動としました。子どもたちは、計画した
コースをもとに地図や資料を見ながら班で協力して行動することができました。
自分たちの力だけで行動しなければならない状況は苦労することもあったと思い
ますが、チームワークで乗り切れたことは大きな収穫でした。フィールドワーク
のあとは、全員で仙台うみの杜水族館に行き、大迫力のイルカショーなどを見学
し、たくさんの感動を味わうことができました。

９月１５日（金）に３年生が村内の史跡巡りをしました。午前中は柏木城や峯の
薬師などを見学し、午後からは学校に戻り、守り狐の絵付け体験をしました。村内
の歴史や文化、自然に触れ、ふるさとへの理解を一層深めることのできた時間とな
りました。史跡巡りを行うにあたっては、裏磐梯エコツーリズム協会の皆様をはじ
め、村内の方々にご協力いただきました。ありがとうございました。

今年度も、裏磐梯中学校後援会で各地区の方々にご寄付をお願いしたところ、多くの方々からご賛同いただきまし
た。皆様からいただきましたご寄付につきましては、部活動の各種大会等の交通費及び参加費、会場使用料、協会登
録料などに大切に使わせていただいております。また、ユニフォームや部活動で使う備品等の購入の際にも活用させ
ていただいております。地域の皆様に支えられて、子どもたちの運動環境が維持されていることを心にとめて、今後
も部活動指導に力を入れていきたいと思います。今後とも変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。


